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令和２（２０２０）年８月から新しい市民館・
図書館で行われる事業や使用ルール等を定める
管理運営計画を市民の皆さまと一緒に考えるため、
ワークショップ（全９回予定）を実施しています。

毎回、小中高校生・大学生からベテラン
世代まで、約30名の方にご参加いただいています。
これまでのワークショップの様子は次ページ

にてご紹介します！

「新しい宮前市民館・図書館基本計画」の策定

新しい宮前市民館・図書館の整備に向けた取組

これまで市民の皆さまからいただいたご意見等を踏まえ、令和２（２０２０）年8月に「新しい宮前市民館・
図書館基本計画」を策定しました。

「あたらしい宮前市民館・図書館を考えるワークショップ」の実施

新しい宮前市民館・図書館の整備に向けた取組が進行中！
現在、宮前市民館・図書館の鷺沼駅前周辺への移転・整備に向けた取組が進行中です。本紙では、令和２

（２０２０）年８月に策定された基本計画、同年８月から進行中のワークショップについてお伝えします！

新しい宮前市民館・図書館の基本理念

「市民の力で成長し続ける、宮前区らしいスタイルの市民館・図書館」

～多様な人が交流し、つながり、新たなコミュニティ・生活・文化・教養を創発し、地域への愛情を育む場づくりをめざして～

ワークショップの検討内容イメージ
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新しい宮前市民館・図書館の機能イメージ

新しい宮前市民館・図書館の基本方針

行きたくなる
市民館・図書館

まちに飛び出す
市民館・図書館

地域の“チカラ”
を育む

市民館・図書館

空間・機能が
“融合”する

市民館・図書館

区役所・民間等と
“連携”する

市民館・図書館

交流 気軽に訪れやすく、明るく、開かれた雰囲気の中で、イベント等を通じて、人が自然に集まり、

交じり合うことにより、つながりや賑わいを創出する

共創 創作・体験・発表等の多様な市民活動を支え、それぞれの人や活動がつながるとともに多くの人々 が

多彩な文化・芸術活動等に身近に触れることにより、地域の文化・教養等の新たな価値を生み出す

学習 本や講座、講演、地域情報等を通じて、人が集まり、つながりながら学び合う活動により、知的情報

を発見する、深める、集積する

市HP

ワークショップを開催中！
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今後のワークショップ

本ワークショップは全９回を予定しています。（傍聴可）

お問合せ

回 日付 場所 テーマ

６ ４月１７日（土） 土橋小学校 みんなのためのルールを考える②

７ ５月２２日（土） 土橋小学校
複合施設のメリットを活かした取組
を考えよう

８ 未定 未定 「まちに飛び出す」を考える

９ 未定 未定
「地域の“チカラ”を育むを考える」
～どんな風に参加する？～

第１回（８/２２（土）/川崎市立土橋小学校/2６名） 第２回（９/1２（土）/川崎市青少年の家/２５名）

第３回（１０/３（土）/川崎市立土橋小学校/３１名） 第４回（１１/７（土）/川崎市立土橋小学校/２９名）

第５回（１２/５（土）/川崎市立土橋小学校/２７名）

先進事例の施設見学へ！（１１月２８日（土）/大和市立中央林間図書館・町田市鶴川緑の交流館/１４名）

「やりたいことを実現するための施設にするには？①」

新施設でやってみたい催しや取組、活動について、
基本計画の「交流」「共創」「学習」の３つの機能別
に検討しました。

○主なアイデアの視点
・地域住民が安心して集い、憩える場所に
・これからの川崎を
引っ張っていく施設に

・新施設がまちに浸透・融合し、
まち全体にさら なる交流が生まれる

「やりたいことを実現するための施設にするには？②」

第１回ワークショップの意見に基づき、やりたい
ことを実現するための機能や仕様について検討しま
した。

○主なご意見
・市民の文化活動や生涯学習活動等が多くの人
の目に触れるようにできること

・個々の学習等を支援する環境づくり
（Ｗｉ－Ｆｉ整備等）

○主なご意見
・地域資源（歴史、農産物等）が豊富だが地域
住民も含めてあまり知られていないため新施設
で情報発信を行う

・市民が集まれる場所が少ないので
気軽に集まれるスペースをつくる

○主なご意見
・日常的な季節ごとのイベント（お花見、夏祭り等）
をみんなで楽しむイベント

・様々なジャンルの講座・体験会、
発表会

「宮前区らしいスタイルの市民館・図書館を考える」

宮前区の「じまんと課題」について意見を出し合い、
新施設で活かせること、改善できることを検討しま
した。

「『行きたくなる』を考える
～年間スケジュールを考えよう～」

新施設に「行きたくなる」イベントを季節ごとや年ごと
に意見を出し合い、年間スケジュールを検討しました。

市民ワークショップのアンケートでの「先進事例や他施設へ見学に行きたい」とのご意見を受け、施設
見学を実施しました。１４名のワークショップ参加者にご参加いただき、施設見学のみならず、館長から
のヒアリング等も行いました！

大和市立中央林間図書館
平成30年4月開館。
商業施設内の図書館。
隣接するカフェへ貸出
手続き前の本が持ち込め
ます。

町田市鶴川緑の交流館
平成24年9月開館。
ホール、図書館等の複合施設。
大きな吹抜けがあり、
上下階がゆるやかに
つながっています。

○主なご意見
〈市民館・図書館の共通ルール〉
・市民館・図書館の開館時間を合わせる
〈図書館のルール〉
・用途に合わせてエリア分けをした上で、
「飲食・会話」を可能とする

「みんなのためのルールを考える①」
市民館・図書館の両方に共通ルール（開館時間・

休館日等）、図書館に関するルール（貸出・飲食・
会話・閲覧席等）について検討しました。

第７回までの日程が決定しました。

「あたらしい宮前市民館・図書館を考えるワークショップ」を実施中！
令和２（２０２０）年８月から１２月までに実施した５回のワークショップと先進事例施設見学の様子をお伝えします。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、日程
が変更となる場合もあります。


